
特徴 

3大都市圏（首都圏、中京圏、近畿圏）の中核都市、及びその周辺都市に
おける人々の外出や移動手段の現状・不満点などを把握 

今後の移動手段の利用について移動手段の利用意向や、利用するための加
速・阻害要因、人口構成の変化などを踏まえ、３大都市圏での都市モビリティ
の潜在需要を予測 

 

活用場面 

首都圏、中京圏、近畿圏でのモビリティサービス関連事業等におけるユーザーニーズ、
潜在需要の把握に活用できます。 

具体的には、以下のようなアウトプットが可能となります。 

3大都市圏別の外出率と移動手段の現状と見通し（レポート、クロス集計） 

性年代別外出率と移動手段の現状と見通し（レポート、クロス集計）  

 

 

 

 

    

     日本の都市モビリティの潜在需要見通し 

商品概要 
3大都市圏を対象に定量調査（約2000ｻﾝﾌﾟﾙ・100問）を実施し、 
普及阻害要因や人口変化等を踏まえ、今後の移動手段を予測します。 
1口60万円の低コストで御社ニーズの質問も追加できます（1口・1問）。 
 

詳細は下記の担当者にお問合せください。 
担当）宗形 Tel : 070-2493-6803 / Mail : j-munakata@gendai.co.jp 
 

【地域別外出率・移動手段選択率の推計の考え方】 
 

地域別に性年代別の外出率・移動手段選択率の調査結果（現状・利用意向）を 

性年代別人口（2020年・2030年）で補正することにより、今後の人口構成の変化を 

加味した外出率・移動手段選択率を推計。 

男性20代外出率・移動手段選択
率 

男性30代外出率・移動手段選択
率 

・・・・・・・・ 

男性20代人口 男性30代人口 ・・・・・・・・ 

人口構成を加味した地域全体の外出率・移動手段選択率 

G E N 
B U N 
K E N 

価格 60万円（税別） 

※実施時期は2020年12月以降を予定しています。4社(4口)以上のご参加がない場合、実施を中止する場合があります。  

 


